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特集　 フューチャー・デザイン1

本稿では、フューチャー・デザインの新規

性と展開の可能性を、世代間正義の観点を介し

て紹介する。具体的には、まず仮想将来世代と

いうアイディアの新しさと意義を明らかにす

る。そして、仮想将来世代の性格づけに応じて、

フューチャー・デザインの持つ、社会教育プロ

グラムとしての側面と、意思決定プログラムと

しての側面を明らかにする。

フューチャー・デザイン（以下、FDと表記）

では、地域計画や各種インフラの設計において、

未来世代の利益や視点を代弁する役割が明確に

与えられた集団、つまり「仮想将来世代」を設

定し、仮想将来世代と現世代との交渉を通じて

合意形成・意思決定を行うことが求められる1。

すでに複数の国と地域における社会実験を通じ

て、FDが議論の参加者により広い観点からの課

題の検討を促す効果を持つことが明らかになっ

ている。その一方で、この手法の概念分析はま

だ十分に行われていない。そこで、世代間正義

の観点からの分析を通じて、FDの展開の可能性

を明らかにすることが本稿の趣旨である。

世代間正義とは、「いまだ生まれざる未来世

代の利害を、現世代は配慮しなければならない」

という義務の規範的根拠を考察する法学・倫理

学の一分野である2。この観点を通してまず注目

されるのは、「未来世代の利害は現世代の誰かに

よって適切に代弁されうるか？」という問題で

ある。現世代は、未来がどうなっているかとい

う知識を（予測はできたとしても）得ることが

できず、未来世代と直接交渉して代理人を立て

ることもできない。この問題に対して、FDは現

世代が未来世代を代弁することを演劇的な枠内

で部分的に正当化している点が新しいと言える。

つまり、一目で仮想将来世代であるとわかるよ

うなキャップや半被を身につける、話法を変え

るなどの演出によって、「仮想将来世代という役」

を議論の場で成り立たせる。これにより、未来

世代を過度に実体視することも無視することも

なく、デタッチメント3の（現在中心主義や狭い

自己利益を離れる）ための想像力の触媒として、

議論の場に導入することが可能となる。

次に注目されるのは、「未来の多様な状況のす

べてに配慮することは不可能である。配慮する

未来の範囲をどのように定めるべきか？」「未来

世代を一括りにすることで生じる、世代内の利

害関係の不可視化をどのように防ぐか？」とい

う問題である。この問題に対しては、FDが現在、

前提としている「未来の状況と利害を共有する

仮想将来世代」ではなく、「未来の状況と利害を

共有しない仮想将来世代」を設定する必要があ

る。以下では、「仮想将来世代が異なる未来の状

況を語る」ケースと、「仮想将来世代同士の利害
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相反がある」ケースを考察する。

「仮想将来世代が異なる未来の状況を語る」

ケースにおいては、未来の状況a、未来の状況b、

未来の状況c……が議論の場で語られることと

なる。このとき、異なる未来の状況を語る仮想

将来世代のグループ同士の議論は、参加者の各

人がそれぞれ想定・希望していた未来について

のイメージの取捨選択を促すこととなるだろう。

その結果として、参加者が、未来の内実だけで

なく、その未来像を支えうる物理的・社会的イ

ンフラ（技術、法制度、価値観、慣習等）へと

想像を拡張していくことが期待される。つまり、

このケースのFDでは、参加者への社会教育的、

生涯学習的な効果が強調されることとなる。

「仮想将来世代同士の利害相反がある」ケース

においては、未来の状況aからメリットを受け

る仮想将来世代のグループと、デメリットを受

ける仮想将来世代のグループが併存することと

なる。このとき、利害相反をもたらす特定の話

題が活性化されることとなるだろう。その結果

として、参加者が、現世代・未来世代が等しく

検討する意義をもつテーマを発見し、意思決定

の必要性を認識することが期待される。つまり、

このケースのFDでは、意思決定すべきテーマ

の発見とその責任の認識という効果が強調され

ることとなる。

以上のように、世代間正義の観点を介するこ

とで、FDにはデタッチメントのプログラムとし

ての側面だけでなく、社会教育プログラム、意

思決定プログラムとしての側面があることが確

認できる（図1）。求められる効果に応じて、仮

想将来世代の位置づけを適宜変更することによ

り、より広いFDの活用の道を拓くことができ

るだろう。
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